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研究概要
1. 真菌由来の新規二 次代謝産物に関する研究
本研究 で は特 に抗其菌作用を有する二 次代謝産物の
研究を行 っ て い る , 先ず, pmiEiIIiu m citriTZ u m13 HIO5の
培養物か ら . cltrinin,dihydr o citrinoncな どの 既知物質に
加 え. 天然物と して 新規 の 3- m ethQ Xy1 一皿 ethyl-4(H)
-
quinolon eを単離し, その構造を明らかにした . またプ
ラ ジ )i, の 土 嶺か ら分 離され たEupe niEi[Il
'
u m brcfu iG n u m
IF M52667 (329-1-2) から CG ndida Gluc q nJに対し抗其菌
活性を示す2種の 新規物質, 329-1-2 (A), 329-1-2(B)
を単離 し. それら の化学構造を明らか にし, さらに抗其
菌活性ス ベ タIル に つ い て も明らかにした .
ノ 妙 rgl
'
[7osjhmigwtu sに射し坑真菌活性を示す物質の ス
タ T) - ニ ン グ にお い て
,
ブ ラ ジ ル の土壌から分離された
7 ua ro mycesJ%v u∫IF M 52668 が新規物 質9,14- epo xy-11-
de ovfunicon eを生産するこ とを見出し, 本物質の単離後
その 化学構造を明らか にした (福島和費. 近春 風 河
合賢 一 , 細江智夫, 野沢幸平).
2. 黒色其菌症原因菌C7adopbiqZophw u E G rrio n l
'
i のPC Rに
よる同定法の 開発研究
黒色其菌症原因蘭のP C R による 同定法の開免研究を
系統 ･ 化学分野との 共同研究で 行 っ て い るが, 本年度
は chrom ob hstomyc o si の 原 因菌 と な る C/adopbio[opbon z
(CI,ノEa rrio7Z引こ つ い て 検討 した . そ の 結果IT S領域の
塩基配列情報をもと に 開発 した プライ マ ー セ ッ ト
(Car-F:TA A A C C T C A T G T T G C T r C G お よ ぴCar- R:
せc G A M(A/ C)C A C T CGA C C A A)を用 い たP C R
が α c47Tiowt'1'8こ付して の み特異的に増暗産物を与え. 本
P C R により迅速か つ 高精度に同定出来る ことを明らか
に した . 現在リア)I,タイ ムP C R による同定を目指した
ブ ロ ー プ の 開発が進めら れて い る (福島和 貴. Paride
A bli名. 滴滞香代子, 西村和子).
3. 病原其菌の新規遺伝子の ク ロ ー ニ ン グとプ ロ テオミ
ク ス
本研究課題と して病原酵母Cり少tOCOCru S”eQjbr m Gn3の 鋼.
亜鉛などの 金属耐性に関わる遺伝子の スク T) - こ ン グを
行 っ た. その結果. 新規遺伝子Cn m Iがク ロ ー ニ ン グ
され
,
本遺伝子がbe x os etra n sporter, CnH X7 7, を コ
ー ドす
る こ と. さらにそ の 全ア ミ ノ酸配列が明らかとな っ た.
C h H X Tlプ ロ テ イ ン は 10箇所の膜貫通ドメイ ンを有す
る こ とな どの 構造情報も得られ た. また菌類のIIX Tプ
ロ テ イ ンを対象とした系統解析の結果は, 本 CnH X Tlが
独自の系統位置を示すこ とも明らか とな っ た 現在機能
解析が進められ て い る (福島和貴. 近森 穣).
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4. 銀イオ ン の ミ トコ ン ド1) アで の 作用塀構
銀イ オ ン の系統的抗其菌活性を最少発育阻止濃度
(M I C) で検討した結果, 病庶菌を含む広範困の糸状菌,
酵母に射 し, 抗其菌剤 a mphotericin Bとほぼ 同等の 強 い
抗菌活性を示すこ とを見出した. 銀イオ ン には多くの 生
物痔性の 存在が予想される. そ こ で ミトコ ン ドリア にお
ける作用に つ い て検討した. 真横生物にお ける ミ ト コ ン
ドリ ア機構 は普遍性が極めて高 い こ とから, 得られる結
果は真菌 ヘ の作用機構として も十分にフ ィ ー ドバ ッ ク で
きると考えられる. ミトコ ン ド1)ア における研究はラ ッ
ト肝ミ トコ ン ドT) アが最も多く使用され, 詳細なデ ー タ
が多くの研究者により蓄潰されて い る ことから. 本研究
でも使用した . その結果. 銀イオンはア ンカ ッ プラ 一 作
用を有すると同時に , cyto chro m eEblLこ作用点を有する
ことが明らかとな っ た . 更なる詳細な作用機構 , また其
菌類からの ミト コ ン ドリア の 調整法に つ い て も検討して
い る. (福島和貴, 近森 楓 河合 清)
5. マ イ コ トキ シ ン産生育の 生態学的研究
本分野で は世界規模で の 菌株収集も研究艶題として い
る . ブ ラジ ル で の フ ィ ー )I, ドワ ー ク に お い て , マ イ コ ト
キシ ンとして今日重要な ochrato xin A(O CTA) の コ ー
ヒ ー 汚染が甲虫の 介在 による ことを示唆する薦果が得
られた. O C rA はA oLbrn Eeu S, J4. 71igw など多種の 菌類で
産生され, ヒ トや動物に卸し腎障亭を起こすことは良く
知られて い るが , 近年. コ ー ヒ ー , ワイ ン , ビ ー ル , 響
油な どの食品に含まれて い る こ とが報告されて い る. 令
回プ ラ ジ)t' パ ラ州サ ン ダ ー レ ン の コ ー ヒ ー 圃場 で コ ー
ヒ ー 豆 がJ4. ocbra cc yJと思われる黄色菌に汚染されて い る
の が発見された, カ ビ の 生えた コ ー ヒ ー 豆 に は多数の
甲虫による食害が見られた. コ ー ヒ ー 豆 の O C T A分析.
圃場土塊中の O C TA生産菌の 分布調査 甲虫か ら の 菌
類の 分離な どの 検討の 結果, -コ ー ヒ ー 豆を汚染するJi.
ocb招Ce Wは土壌が汚染源ではなく , 甲虫が豆を食害する
ことによ っ て小穴をあけ分生子が伝搬され る こ とを示唆
する緒果が得られた (福島和瓦 堀江義 一).
6■. 稀な臨床分離棟の同党
系就 ･ 化学分野との共同研究で, 中国広州の外傷性FR
炎患者の患部か らイン ドを除 い た ア ジア で はじめてとな
るA,Lbr og呼bishalraeを同定 した. (福島和貴. 席 濃艶.
滝滞香代子 . 西村和子).
7
,
チ7t ク ロ ー ム b適任子に基づく真菌の 同定 ･ 系統解
析および真菌症の 迅速診断
チ トク ロ ー ム ∂遺伝子の 解析 は , 継続 して 行なわ れ
て い る研究テ ー マ で , す で に病原性 の J4QeTgiDu ∫属 嵐
Ca n 肋 属嵐 Cop血 occu s属菌. M cdolo rula属菌. E wphiah
属菌に つ い て は. こ こ 6年間で 13報の 論文を発表して
い る. 今年は , CT汐bco{E W n eOjbr m Gn SV ar. n ee/W m anS, V ar･
gLtz
･
i のチ トク ロ ー ム b遺伝子
p
i= つ い て
, 調 べ た結果 v a,･
H eQbr - n sは 4種の D N Aり℡eに 別れ, 血清 塑がAかDま
た はA D型で , v 弧gqttl
l
iは, BかC であ っ た. D N Aを翻
訳して ア ミノ酸配列を推定すると両変種に1 アミ ノ酸の
違 いが見 い だされた イント ロ ン の挿入位置にも特徴が
み られf=. M dm sc2:ia属菌の 解析では. 新種として発表さ
れた 3種を含め11種それぞゴt特有の配列を示し, チトク
ロ ー ム b遺伝子が同定に利用可能であり. 種内多型も観
察されt. S2oro肋 sLbe'ICkz
'
i の臨床分離株および近縁菌の
チトク ロ ー ム b遺伝子による分･子疫学と系統関係を調 べ
た結東 日本で臨床より分離される株はSp- 曲 故 山 cD Cb
l
i
耽 Im
'
eiに近縁で . ブ ラジ ル で感染した息者分社株や ベ ネ
ズ エ ラ で分社された林で は. S2oro 加 地 n clii- I Sden E# i
に近縁であ っ た (横山耕治, 小森隆軌 伊藤純子, 遠藤
成朗, W angLi, Sw -jitK Bisw as)I
8. 病原性発現遺伝子 . 形態形成関連遺伝子の 解析
cq ndl
'
do Gluca n ∫の 二 形性に関する研究を続けており.
本菌の 遺伝子をス ライ ドグラ ス にプリ ントし て マイク ロ
ア レイ の 作製を試み て い る . D N Aの溶解液やス ライ ド
グラ ス の コ ー テ ィ ン グや, 発現遺伝子の漁色や ハイプ ])
ダイゼ - シ ョ ン の条件を検討し. 問題点を明確 にして発
現遺伝子解析を進めて い る (横山排乱 遠藤成朗).
9. 異常の 迅速岡見 真菌症の 迅速診断法の 開発
チトク ロ ー ム b遺伝子の 配列を用 い て , 真菌 の種を同
定で きる ことから特異的な配列をプライ マ ー と した 1)ア
ル タイ ム P C Rを行 っ て特定の種であるか否かを判定す
る方法と多種類の D N Aを用意 して D N A- D N Aハ イプリ
グイゼ - シ ョ ン に より特定の種を迅速に同定する方法と
を開発中で , マ ク ロ ア レイや マ イク ロ ア レイヤ ー を作成
中で ある . MGZasse ziL7属蘭は, 培養が難 しく, 形態的に
も同定が難しくさらに3種の 新種が発表されて おり同定
をさらに鴎難に して い る . こ の属の 同定をチ トク ロ ー ム
∂遺伝子配列か ら マ イク ロ ア レ イを作製し, 同定可能で
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ある こ とを明らか にした (横山耕姶. 小森隆嗣 遼藤成
朗, 伊藤純子, Wa ngLi, Sw a raJ
'
itK Bis w as).
10. 其菌資源の長期安定保存法の 開発
菌糸形細胞は. 酵母形や分生子と異なり乾燥保存には
耐えにくく. 保存中に死滅する場合が多い . 将 に分生子
を作 らな い株や作り にく い種 にお い て は, 従来の L-軽
焼保存には耐えられな い , そ こ で . 乾燥前の 処理 にエ夫
を凝 らし. 分散媒や乾燥保護剤を検討してL-乾放で保
存で きる方法を願発中で . こ の テ ー マ で (財) 発酵研究
所から研究助成を受けることがで きた (横山耕治 共同
研究者:遠藤成朗, 伊藤純子).
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Mic r o o rga nis m s) Pr o c e edings of lnte r n atio n al
Sy皿PO Siu m
- Research Ce nte rfor Pathoge nic Fu ngi a nd
Micr obial Tbxic o se s
,qhiba U 血 siqr,Japa n, A bstra ctp･
127,2003.
4) Ko m oriT, Endo S,Bis w a8S K, Wa n岩L,ItoI,Yokoya ma
K
,
NishimlD a冗:lde nti五c atio n a ndphyloge nァ of the
ge n u sM ahssc 2;iDbas edo nthe mito chondrialcytochro m e
bge ne. Fr o ntie rSttldie sandlnteLm atio nal Netw o fking
of Ge n etic Re sotlrC eSin Pathoge nic Micro o rga nis m s)
Pr o c e edings of hte r natio m l Sym po sitl n- Re s e a r ch
Ccnt erfo rPathoge nic Fu ngiand Mic robhl Tbxic o B eS,
C hiba Uzlive rsity,Japa n,A bstra ctp･123,2003.
5) Miya n oH, Endo S, O bara N, Harita ni M, Tanim t m
N, Xim u f aK? Sa no A,YTokoyam aK, Ka m ei K, Miァql
'
i
M, Ni8hiLn.,r aK:-Bovi･1 eM ortie rc]I? Ⅶ oljEi infectio n
dhgn o s ed bydete ctio ･10fthela,ge 8 ubu nit ribo s o znal
R N Age n ein par a n-e mbeddedtisstle. Fro ntierStudies
a nd lnter na tio nal Netw o rkingof Ge n etic Re so t m esin
Pathoge nic Mic ro orga n 16 m S,Pro ce edings of hte rn atio nd
Sym po sltl m
- Re se ar ch Ce nte rfo rPathoge nic Fu ngi a nd
Microbial To xic o s es
,
C hiba Univ e rsity,Japa n, A bstract
p･31,2 00 3･
6)Br an chini M L M
,
DIM - Me n e 乞e8D
,
Aoko F
,
Tr aba ss o
P, Fubl Shim a i, Taki乞a W aK, Nishirn tl raK: Ge n etic
div ersityofCa ndz
'
dG a[bica n s a nd7Ticho申o ro n osahiibased
o n the a n alystsOfribo s o m al D N A･ Fr o ntie rStudie s
and lnterrl at主o nal Netw o rking of Ge n etic Res o u rc e sin
Pathogenic Mi亡rOO rga nism sIPro ce edings oflnter n吐1 0 n al
Sym po sin m
- Res e ar ch Ce nterfor Pathogmi⊂ Fu ngia,Ld
Micr obial Tbxic o s es
,
C hiba Univ ersity,Japa n, Abstract
p･103,2003.
7)Thkah 8hi H,YTokoya m aK,Ichin o eM: Typing･a nd
cha r a cte riz atio n of he at resista nt m olds, Nc o∫G rEo ryG
spe cie s･ Fr o ntierStudie s a nd hte rnationalNetw o rking
ofGe n etic Res o u r ce 8in Pathogenic Mic ro o rga nis 皿S,
Pr o c e edings of Inter n atio n al Sym po shl m
- Re s e a r ch
Ce nt er fo rPathogmic Fungiand Micr obial To xico s es,
Chiba Univ e rsity,Japa n,A bstr a ctp･125,2003･･
8) Ku m eda Y, Asa oT,Thkahashi”, Yokoya 皿 a K,Ichinoe
M: Rapidide nti丘catio n of Ne o∫d rtQ ria spe cie sby
llete rOduplex pa nelanalysis･ hte rnational Sγn po siu m of
Myc oto xic ologyin Kagaw a, Kagawa,Japa n,Proceedings
p･62,20031
9)A bli2, P, FuktlShim a K, Taki2;aW a K, Nishim u r aK=
Dev elopm e ntofthe speci丘cprll n erSfortheide nti丘c atio n
ofC 7ado2J5inlo2bw a ca rrio niia nd Ho吻 e a w e r72 CClii. ¶1e
15th C叩gre S S Ofthe hte r n atio rla Societyfo rHu m a n
m d AniJ n al Myc olog y,Sa n Antmio, U S A, Abstr a ctp･
435
,
2003.
10)Taki2,a W aK, Ftlkushim a K, A bli2, P, Nishim u r aK:
Ide nti五c &tio n ofpathoge nic den atiac e o u sfungi a nd
rele v a nt taxabas ed.o n the s equ e n ce ofthe urge stlbtmit
ribo s o mal D N A
･ 皿 e 15th Co ngre8 B Oftheinter n atio n al
So cietyfo rHu m a n a nd Anim alMyc ology, Sa n Antonio,
US A,Abstr a ctp.435,2003.
国内
1)Abli乞 P, Fu knshim a K, Taki2,a W aK, Nishim tlr aK:
Ide nti丘c ation ofpathoge nic de m atia c e o u sftl ngl a nd
r elated ta x aba s ed o nlarge Sllbu nit ribo so皿 al D N A
Dl/D2do m ain s s equ e n ce a n alysis, 東北其薗懇話会第
15回例会, 講演要旨集, 2003.
2)Abli乞 P, 福 島 和 貴, 滝 滞 香 代 子, 西 村 和 子:
C7q勿biGhpbo nzca -
'
o nii同定の ため の 特異的P C R プ
ラ イ マ ー の 開発 . 第 47回日本医其菌学会総会, 其
菌藷 44(増刊1号):102, 2003.
22 千葉大学 其菌医学研究 セ ン タ ー 報告 集7巻 20 03
3) 遠藤成朗 , 小森隆軌 Bis w a sS K, 王 麓, 横山排軌
伊藤純子, 西村和子: M q]a sse2:tq属菌 のチ トク ロ ー ム
b遺伝子による同定と種内多塾 . 第 47 回日本医裏面
学会総会
,
真菌罷 44(増刊 1号):105, 2003.
4) 速嘩成朗 , 小森隆嗣, G. RI Cd, 佐野文子, 横山耕軌
大堀 臥 Fra n coM, 宮治 誠, 西村和子:L A M P
法を用 い た R m coccidt'oidesb' m l(Ze 〝sisの 特異的遭伝子
943検出によ る同定 . 日本蘭学会葬47回大会 , 帯
演宴旨集 p.78, 2003,
5) 横山排泊, 遠藤成朗 ,･ 小森隆嗣, 伊藤純子 , 佐野文
子, 西村和子:輸入其菌症原因蘭Coccidl
p
Oidcsizn mitis
の 種内多塑に つ い て . 第 47匝旧 本医兵衛学会総会,
其菌誌 44(増刊1号):102, 2003.
6) 横山排軌 王 魔, 伊藤純子, 官治 軌 西村和子 :
S2o ro肋 血 sche n戯 の 臨床分雄株およ び近縁菌の チト
ク ロ ー ム ∂適任子による分子疫学と系統関係 . 日本
蘭学会第47回大会, 斡寅要旨集p.49, 2003.
7) 岡本 茂 , 細江智夫, 板庸武丸 野沢幸平 , 福島和
貴 , 官給 軌 河合賢 一 : E呼cnictIIl
'
u 2nja v a nic u mか
ら得られる co mpa cti'l誘導体とその 抗真菌性 . 日本
薬学金策123年会, 講演要旨集p.167, 2003.
8) 近森 穣 , 滴帝香代子, 河合 清, 西村和子, 福島
和貴:病原其薗 に対する銀イオン の抗其菌活性及び
ミト コ ン ドリ ア呼吸鎖における作 軌 日本蘭学金策
47回大会, 講演要旨集 p.89, 2003.
9) 近森 穣, 沌滞香代子 , 河合 清 , 西村和子 , 福島
和貴:銀イオ ン の生物悟性に関する研究 - 坑鼻音特
性およ びミト コ ン ドリ ア呼吸鋸 で の作用機序 . 第
47匝旧 本医真菌学会縫合 , 臭菌鈷 44(増刊1号):
90
,
2003.
10) 近森 穣, Vidotto V, 福島和貴= C物 放 o(E uS W Cqbr m a n s
に お ける 鋼耐性機構の 分子 メ カ ニ ズ ム . 第 47回
日本医其蘭学会総 乳 其菌誌 44(増刊1号):107,
2003
.
ll) 駒井膚 - 那, 細江智夫, 板徳武史, 野沢幸平, 河合
賢 一 , 福島和貴, 富治 戟: ブラジル 土塊分社真菌
の抗真粛清性成分の検索 . 日本生薬学会第50回年
会, 講済要旨集p.206, 2003.
12) 大堀 陽, 佐野文子, 達意成朗 , 横山排軌 亀井克
彦, 西村和子, 宮胎 誠: ヒ ト肺感染症より分離さ
れた Oehroc onisgzdIQq･uGに つ い て . 第 24回関東医真
菌懇話会, 抄録集p.8, 2003.
13) 大堀 臥 佐野文子, 遠嘩成軌 横山緋治, 亀井克
彦, 西村和子, 宮冶 耽: ヒ ト肺感染症より分離さ
れた Ochroconisg2ZHopa w に つ い て . 日 本蘭学会第47
回大会,芦軒斉要旨集p.34, 2003.
14) 大槻 臥 佐野文子, 遠藤成朗, 横山耕 軌 鎗田響
子, 亀井克彦, 山口正視, 西村和子= ヒト肺感染症
より分離され た Ocbroco nbguDopa v qに つ い て . 第 47
回日本医異常学会給金
,
真菌寵 44(増干Ijl号):90,
203.
15)滴揮香代子, XiL, 福島和丸 西村和子:中国の 随感
染症点者から分離された Jlrtbrograpbiska(racの 同定 .
第47 回日本医其蘭学金線会 , 其菌誌 44.(増刊1
号):101, 2 00 3.
16) 田口英昭, 亀井寛彦, 久米 光, 渡洩 菅 , 仁戸田
意和, 福 島和貴:Bio CellTr a ce rを用 い た句 聯 s
J6L 桝l
.
gu 加 に対する mic血 ngin の 興剤効果に関する基
礎的研究 . 帯 47回日本医其蘭学会,其菌罷 44(増
刊1号):89, 2003.
17)福島和貴, A bli乞 P, 滝浄香代子, 近森 軌 倍量綾
香 , 仁戸田意和 , 西村和子: LS UrD NAの Dl/D 2領
域による病原性黒色其菌およ び関連菌の分子系統 .
日本画学会第47 回大会, 辞潰要旨集 p.84, 203.
18) 堀江義 一 , A bliz P, 福島和費, Okadaa,Caznpos-Thka i
G M: ブ ラ ジJレに お け る コ ー ヒ ー を汚 染 す る
A乎eTgi 肋s ccbTV Ce Wとそ の 他 の オク ラトキ シ ン生産
菌に つ い て . 日本蘭学会帯47回大会
, 講演要旨集
p･70,203･
19) 堀江義 一 , 西村和子, 藤島和貴, A bli乞 P, HuiY, Li
R Y
,
Ca mpo s屯kakiG M, O hda K: ア ス ペ ル ギ ル ス
症原因菌の 土壌中で の分布 . 帯 47 回日本医其蘭学
会槍会 , 其蘭誌 44(増刊1号):72, 2003.
国際支流
1. 共同研究
1) 福島和貴 , 田口英昭:環境中化学物質の真菌に対す
る影響の検札 ParkJo ng- Chul助教授 (韓国 ヨ ン
セイ大学).
2) 福 島和貴: 〟D S と真菌症 に 関す る 研究
,
Ⅷ erio
Vidotto 教授 (イタ l) ア トリ ノ大学).
3) 福島和貴:中国南西地域 にお け る真菌症の 疫学研
究, 席 麗鶴 教授 (中国, 中山大学付 属第二 医
千葉大学 其菌医学研究 セ ン タ ー 報告 集 7巻 2003 23
院).
4) 福 島和 貴:凄 合 菌 に 関す る 研 究, Galba Mariade
Ca npo sIThka i教授 (ブラ ジ ル 連邦共和Bl ペ ル ナ
ン ブ コ カ ソ リ ッ ク大学).
5) 福島和食:黒色真菌類の 分子同定. 系統学的研究 , G.
S.de Ho og教授 (オラ ン ダ, C BS).
6)福島和貴 : プ ラジ)I,に おける土塊中の カビ毒産生菌
とヒ トの 病原其菌の 生態 , 分布と種多様性 , Ka o ru
O kada助教授 (プラジ )I,連邦共和国 ベ ル ナ ン ブ コ
カ ソ リ ッ ク大学).
7) 横山新治: テク トロ - ム ∂遺伝子に基づく菌類の 同
定と系統解析 , 王 農 政授 (中国 書林大学).
8) 横山新治: チ トク ロ ー ム ∂遺伝子に基づく酵母類 の
同定と系統解析, S Ⅷ dit Ktl m afBi肺 帽 博士 (アメ
リカ合衆国 テキサス 工科大学健康科学セ ン タ ー ).
2 . 海外溝航
1)福島和貴 :イタリア い) ノ大学 , 病原其菌 ･ 放線
菌の 適任資源国際的拠点形成の ため の 基盤整備, 秤
学技術振興調整費(2003,8,25 - 2003.9.6).
2)横山新治: ア メ リ カ合衆国 カル フ ォ ル ニ ア大学 ,
D NA マ イク ロ ア■レイ に関する共同研究
, 科学技術
振興調薬費(2003.9.1 - 2003.9.5).
3) 横 山排治:中 国 書林 大学 , 中 国東北 地 域 感染
症対 策プ ロ ジ ュ ク7. に関する調査 (2003.9.10 -
2 00 3.9.17).
学会等活動 .
国際シ ンポジ ウ ム :Fr o ntierStudie s a nd lntern atio nal Net-
w orking of Ge neric Re s o urc e sin P&thoge nic
Mic ro o rga ni6 m S,21
122 No w2003,Tokyo .
組織委貞 :福島和貴
央行委員:墳山耕胎
教育活動
投薬
福島和貴:普遍教育 ｢生命科学A 3+
医学部4年次医学生命科学時論 ･ 研究 .
千葉大学大学院自然科学研究科博士後期課程 (微生物管
理学 一 兵菌系統論Ⅱ)
横山排治:医学部4年次医学生命科学時論 ･ 研究 .
医学部4年次基礎配属 (4月7日 - 6月16日) 受け入れ
1名.
社会活動
競争的資金
科学研究乗
1) 福島和食 (分担);科学振興技術調整費 ｢ 病原其菌･
放線菌の 適任資源の 国際拠点形成の ため の 基盤整
備+10
,
485万P].
2) 福島和貴 (分担):堀江義 一 (代表)･ 基盤研究B:ブ
ラジ ル における土壌中の カ ビ車生産菌とヒトの病原
異常の生潜 ･ 分布と種多様性 . 170万円 .･
3) 福島和貴 (分担):西村和子 (代表)｢ナ シ ョ ナ ル バ
イオリ ソ ー ス 一 癖原微生物+.
4) 横山新治 (分担): 萌芽的研究 :リ ー シ ュ マ ニ ア に特
異的な エ ル ゴ ス テ ロ ー ル 生合成系を標的に した新規
薬剤の開発 .
その他研究助成
1) 横山新治 (代表);(財) 発酵研究所:菌糸形菌体の
長期保存法の 開発および保存林の 品質評瓜 3 00万円 .
2) 福島和貴 (代表):千葉大学重点経費事業萌芽的研究
A :病庶其薗の 病原因子にかかわ る鋼酵素, 亜鉛酵
･ 素のク ロ ー ニ ン グ, 構造及び機能解析 , 130万R .
3)Paride A bliz, 福島和貴:金原財団:第7回研究交流助
成金
,
15万円 .
4) 福島和貴:平成15年度在外研究貞 (創造開発研究):
エ イズ息者の異常症に関する研究 .
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